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町
田
市
長

　
石
阪
丈
一

予
防
接
種

　
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
の

予
防
接
種
を
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

3
接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月
以

上
７
歳
６
か
月
未
満
の
子

接
種
回
数
４１
日
以
上
の
間
隔
で
２

回受
付
・
開
催
時
間
午
後
１
時
５０
分

〜
２
時
４０
分

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日

か
ら
５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田

市
医
師
会
加
入
の
指
定
医
療
機
関

に
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
う
え
作

成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
無
料

で
す
。
な
お
、
重
い
病
気
等
の
や

む
を
え
な
い
理
由
で
指
定
医
療
機

関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。
お
持
ち
に
な
ら
な
い
と

受
付
で
き
ま
せ
ん
）
②
予
診
票
（

お
持
ち
で
な
い
方
に
は
会
場
で
お

渡
し
し
ま
す
）
③
母
子
健
康
手
帳

3
妊
娠
１６
週
〜
２７
週
の
初
妊
婦

※
２７
週
を
超
え
た
方
は
健
康
課
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

4
７
月
３１
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

２
時
１０
分
受
付
（
所
要
時
間
約
１

時
間
）

5
健
康
福
祉
会
館

6
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
歯
科

健
康
診
査
・
歯
科
相
談
、
正
し
い

歯
の
み
が
き
方
な
ど

8
１５
人
（
申
し
込
み
順
）

2
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
 

タ
ー
（
☎
７
２
４
・
５
６
５
６
）

へ
。

1
健
康
課
☎
７
２
５
・
５
４
１
４

3
①
介
護
支
援
専
門
員
資
格
を
有

す
る
方
②
保
健
師
の
資
格
を
有
す

る
方
、
各
１
人

勤
務
期
間
７
月
１
日
〜
２
０
１
０

年
３
月
３１
日

勤
務
日
時
①
月
１６
日
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
②
週
２９
時
間

程
度

選
考
書
類
審
査
と
面
接

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
 

い
。

2
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記
 

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
６
月
１９

日
ま
で
（
必
着
）
に
高
齢
者
福
祉

課
（
〒
１９４
│
８
５
２
０
、
中
町
１

│
２０
│
２３
、
☎
７
２
４
・
４
０
４

８
）
へ
。

　
多
様
化
し
て
い
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
集
団
保
育
と

異
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

家
庭
福
祉
員
を
募
集
し
ま
す
。
　

　
市
内
在
住
で
保
護
者
が
勤
め
て

い
る
な
ど
の
理
由
で
保
育
に
あ
た

れ
な
い
家
庭
に
代
わ
っ
て
、
生
後

８
週
間
〜
３
歳
未
満
の
児
童
３
人

（
補
助
者
が
い
る
場
合
は
５
人
）

を
居
宅
で
保
育
す
る
仕
事
で
す
。

3
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
市
内
に
居
住
す
る
２５
歳
〜
６１
歳

（
６２
歳
に
達
し
た
年
度
の
３
月
３１

日
ま
で
の
方
を
含
む
）
②
保
育

士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
教
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
し
、
か
つ
、
保
育
経
験
の
あ
る

方
③
現
在
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
な
い
方
④
育
児
専
用

室
と
し
て
、
面
積
９
・
９
㎡
（
３

人
を
超
え
て
保
育
す
る
場
合
は
、

３
人
を
超
え
る
子
ど
も
１
人
に
つ

き
３
・
３
㎡
を
加
算
し
た
面
積
）

以
上
の
通
風
採
光
及
び
換
気
の
状

況
が
よ
い
部
屋
を
１
階
に
有
す
る

こ
と
⑤
衛
生
的
な
調
理
設
備
や
電

話
が
あ
る
方

保
育
時
間
原
則
と
し
て
、
午
前
７

時
〜
午
後
６
時
の
う
ち
の
８
時
間

仕
事
開
始
日
８
月
１
日
か
ら

募
集
地
域
市
内
全
域

募
集
人
員
３
人
（
立
地
条
件
等
を

含
め
た
審
査
を
行
い
ま
す
）

2
説
明
会
を
６
月
１９
日
（
金
）
午

後
１
時
３０
分
か
ら
市
役
所
本
庁
舎

で
行
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
 

は
、
６
月
１７
日
ま
で
に
電
話
で
子

育
て
支
援
課
（
☎
７
２
４
・
２
１

３
８
）
へ
。

嘱

託

職

員

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

予
防
接
種
・
ポ
リ
オ

①
高
齢
者
福
祉
窓
口
相
談
員
 

②
保
健
師

家

庭

福

祉

員

募
集
し
ま
す

公開している会議　傍聴のご案内

ポリオ集団予防接種日程表

会議名

町田市
教育委員会
第３回定例会

日　時

6月19日(金)
午前10時
から

会　場

健康福祉会館(原則として住所が原町田・森野・中町・
旭町・玉川学園・南大谷のお子さんが対象です)

鶴川市民センター(原則として住所が野津田町・小野
路町・金井・金井町・大蔵町・薬師台のお子さんが対象
です)

健康福祉会館(原則として住所が原町田・森野・中町・
旭町・玉川学園・南大谷以外のお子さんが対象です)

鶴川市民センター(原則として住所が鶴川･能ケ谷町・
広袴・広袴町・三輪町・三輪緑山・真光寺・真光寺町の
お子さんが対象です)

南市民センター
町田リサイクル文化センター

なるせ駅前市民センター
堺市民センター
健康福祉会館
成瀬センター

※健康福祉会館・鶴川市民センター・小山市民センターでは混雑を緩和するため
　に日程ごとに対象地区を設定しています。ただし、お子さんの体調等により別
　の日に変更していただいて結構です（健康課への連絡は不要）。

小山市民センター

健康福祉会館

会　場2回目

10月5日(月)

1回目

7月3日(金)

10月6日(火)7月7日(火)

10月8日(木)7月8日(水)

10月14日(水)7月10日(金)

10月19日(月)7月13日(月)

10月20日(火)7月15日(水)

10月23日(金)7月16日(木)

10月27日(火)7月22日(水)

10月30日(金)7月24日(金)

森野分庁舎
4階
会議室

申し込み
会議当日に教育総務課
(同庁舎3階)で受付 
1教育総務課
☎724・2172

定　員

6月21日(日) 
午後1時30分
～3時30分

第六回
町田市スポーツ
振興審議会

森野分庁舎
4階
第二会議室

事前に電話で
スポーツ振興課 
(☎724・4036)へ。

5人
（申し込み順）

ご
　
案
　
内

＜耐震性能の不足＞
　現庁舎は、1970年に開庁しましたが、その後、大規模な地震の度に建築基準法が改正され、
現在の耐震基準を満たさない建物となっています。
　この状態から、現庁舎を災害復興拠点となりうるような堅固な建物とするには、大規模な耐
震補強工事が必要となり、多くの経費を投入しなければなりません。しかも、庁舎自体、建設
から約40年が経過し老朽化しており、かかる費用と建物の寿命、使い勝手なども含めて総合的
に判断すると、耐震補強工事は問題を解決する手段とはなりません。

＜庁舎の狭あい化・分散化＞
　現庁舎が開庁した当時の市の人口は約18万人でしたが、現在では開庁当時の2倍を超える約
42万人となりました。このため、人口増加に比例して市役所の業務量も職員の数も増加し、庁
舎の狭あい化が進むことになりました。
　現庁舎の開庁当時の計画では、人口増とともに、建物の上階に増築する計画もありました
が、建築基準法の改正によりそれもできなくなり、手狭になった庁舎を補うために、民間から
土地建物を借上げて分庁舎を設置したり、市所有の既存の出先機関の一部を利用するなど、本
来、本庁舎にあるべき機能が分散配置されるようになりました。このため、１か所で用事を済
ませることができない場合があるなど、市民のみなさんにご不便をおかけしています。

＜庁舎にかかる経費の増加＞
　庁舎の分散化が進んだ結果、分庁舎の経費（賃料・管理費等）は年間約６億円にのぼってい
ます。現庁舎は、仮にこのまま使用し続けたとしても、老朽化により近い将来建て替えが必要
となります。それまで分庁舎に毎年約６億円の経費を投入しなければなりまません。
　新庁舎の建設にかかる費用は、単年度に負担がかからないよう、全て基金（積立金）、補助金、
地方債（借金）で賄う計画となっており、地方債の毎年の返済額を考えても、このまま分庁舎
を使い続けるより、新庁舎を建設して分庁舎をなくす方が経費の縮減につながります。

Ｑ．どうして新庁舎が必要なのですか？
Ａ．それは、次のような問題があるからです。

　この他にも、建物の老朽化によるＩＴ対応への遅れや、狭あい化に起因する市民
協働空間の不足などの問題点が指摘されています。新庁舎建設は、これらの問題を
抜本的に解消するために行われるものです。
　市では、こうした庁舎問題を解決するために、新庁舎の計画策定の当初から市民
を交えた検討を続けてきました。次回は、市民参加による検討の経緯について振り
返ります。

　市では、新庁舎建設の計画を進めてきましたが、いよいよ今年の秋から工事に
着手することになります。そこで、これまでの検討経緯等について、シリーズで
振り返ります。

新 庁 舎 の は な し ①新 庁 舎 の は な し ①
1新庁舎建設課☎７０９・０５９３

1健康課☎725･5422

そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
に
雨
の
季
節

に
な
り
ま
す
。
広
袴
町
の
田
ん
ぼ

に
も
水
が
入
り
、
田
植
え
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
曇
り
が
ち

の
朝
に
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
が

上
空
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ホ

ト
ト
ギ
ス
は
夜
半
に
鳴
く
こ
と
も

あ
り
、
鳴
き
声
が
夜
空
を
渡
る
の

も
初
夏
の
風
情
の
ひ
と
つ
で
す
。

５
月
の
後
半
は
真
光
寺
川
の
あ

た
り
で
も
、
夏
鳥
が
渡
り
の
途
中

に
立
ち
寄
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
オ
オ

ヨ
シ
キ
リ
、
エ
ゾ
ム
シ
ク
イ
や
メ

ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
な
ど
ウ
グ
イ
ス
科

の
野
鳥
も
さ
え
ず
り
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ

は
高
山
帯
で
繁
殖
す
る
鳥
で
す

が
、
そ
の
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
の
ジ

ュ
リ
ジ
ュ
リ
、
ジ
ュ
リ
ジ
ュ
リ
と

い
う
囀
り
が
市
役
所
の
前
庭
の
コ

ナ
ラ
の
林
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の

に
は
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。

さ
て
、
先
日
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
の
大
会
が
町
田
市
総
合
体
育

館
で
あ
る
と
聞
い
て
出
か
け
ま
し

た
。
近
隣
の
各
市
だ
け
で
な
く
関

東
地
方
全
体
か
ら
、
遠
く
は
岩
手

県
か
ら
、
５
０
０
人
も
の
参
加
者

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
大
半
は
高
齢
者
で
最
年
長
は
86

歳
の
方
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
卓
球

は
、
始
め
か
ら
シ
ニ
ア
向
け
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の

で
、
使
わ
れ
る
ボ
ー
ル
は
普
通
の

卓
球
の
そ
れ
よ
り
一
回
り
大

き
く
、
そ
の
分
打
球
の
ス
ピ

ー
ド
が
遅
く
な
り
、
ラ
リ
ー

が
続
く
の
が
特
徴
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
し
て

も
、
見
た
と
こ
ろ
、
打
球
の

速
さ
と
言
い
、
ス
マ
ッ
シ
ュ

を
拾
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言

い
、
と
て
も
高
齢
者
と
は
思

え
な
い
試
合
振
り
に
感
心
し

ま
し
た
。

卓
球
に
限
ら
ず
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
高
齢
者

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
も
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
と

相
互
の
親
睦
、
仲
間
作
り
。
こ
れ

か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
魅
力

が
活
き
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

さ
え
ず


